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１． はじめに 

近年のインフラの大量更新時代において，若手・初級

技術者は，従来型の自学自習やキャッチアップで，限ら

れた時間で実務に必要な知見の獲得、新技術等を理解す

ることは容易ではない．“インフラ分野の DX”で示され

た「知識・経験」の DX（誰でもすぐに現場で活躍）1）

の実現に向けては、さらにギャップは深刻である． 

 

２． 学習ソフトの導入と「橋の匠」の設計思想 

このような状況に対して，本研究会では，橋梁維持管

理に必要な知識や判断過程を効率的に学べるよう，デジ

タル技術を活用したクラウド型コンテンツ「橋の匠」を

開発した．本ソフトは，若手技術者および経験の浅い技

術者向けに開発，提供する学習支援システムである．重

い紙資料からの解放を果たし，最適補修補強工法および

調査計測手法の選定をデジタルデバイス上で支援する

“デジタル参考書”を目指したものである．また，情報

の提供とともに，業務の各種局面でのシミュレーション

用，自己啓発用と位置付けている．利用技術者が何らか

の“気付き”を獲得することを期待している． 
 

３． ソフト「橋の匠」2)の特徴と構成 

1）本ソフトで扱う劣化要因は以下のとおりである． 

①コンクリート；塩害・中性化・ＡＳＲ・床版の疲労・ 

凍害・化学的侵食，初期ひび割れ，ＰＣ特有の劣化 

②鋼構造；疲労き裂・腐食・遅れ破壊，支承の機能損失

に伴う重大な関連損傷 

2）本ソフトでできることは，以下のとおりである． 

①調査計測手法の選定（図-1参照） 

・概略劣化要因の推定 

・調査方法（調査目的別）の抽出・選定 

 

 

・調査成果を有する場合，概略診断 

調査の段階により，求める「解」が違うことを学ぶ． 

②補修補強工法の選定 

・対策工法の抽出・選定（次善の策を含む） 

・ＬＣＣ（ライフサイクルコスト）の算出・図化 

シナリオ（表-1参照）に応じて，求める「解」が違う

ことを学ぶ． 

 

４．調査計測手法の選定（図-1参照） 

初期段階において着手事項の判断が難しい場合には、

外観調査や環境条件調査の結果に基づき，劣化機構の

概略推定をすることが可能である（図-1の一次調査）． 

基本的に，①当該劣化要因によるものか判定する確

定診断手法，②劣化状態（グレード）を評価する調査

手法，③劣化速度予測のための調査手法，④耐荷性能

に関する調査法，に分類し調査手法を詳述している． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 調査計測手法の選定フロー図 

 

５．補修補強工法の選定 

基本的に劣化状態（グレード）に応じて，補修補強工

法を選定することになるが，現有性能の評価とシナリオ 
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の構築，すなわち，橋梁に要求される性能や今後の供用

期間等を踏まえ，閾値をどのように設定するかが重要と

なる．図-2に示すように，閾値 A と閾値 B とでは，選

択される対応策が異なる場合がある． 

 

 

 

 

 

図-2 現有性能の評価とシナリオの構築イメージ図 

 

 もともと，橋には橋の“橋生
じんせい

”があり，今後の供用の

あり方や求めるサービス水準が異なるため，橋ごとにそ

のシナリオを吟味，選択する必要がある．表-1に示すよ

うに３つのタイプに特化して，シナリオを展開している． 

 

６．導入の効果 

 上述した２つの選定手法を適切に用いることで維持

管理の基本な考え方を体系的に学習できるよう配慮し

ている．図-3には,本プログラムの構成と展開を示す． 

 図-4は，ユーザから得られた回答に基づき図化した．

基本的に，“基礎知識・経験値の獲得”に要する時間を

圧縮し，本来技術者が果たすべき“社会に貢献できる力

の獲得”に時間を配分できたとの回答を得ている． 
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図-4 「橋の匠」の導入効果イメージ図 

表-1 想定した 3 シナリオの概要表 

図-3 最適延命化方策策定システムのプログラム構成図 
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